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■ 美しい森林づくり
 「風の松原」保全・保護の取り組み ・・・・ ・・・［米代西部森林管理署］
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 内間木洞 ・・・・・・・・・・・・・・［三陸北部森林管理署　久慈支署管内］
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Special  Feature
Art ic le

適
正
な
国
有
林
野
の
管
理

　

東
北
森
林
管
理
局
は
、青
森
県
・
岩
手
県
・
宮
城
県
・

秋
田
県
・
山
形
県
の
５
県
に
ま
た
が
り
、
国
土
面
積

約
５
３
０
万
ha
の
う
ち
約
１
６
５
万
ha(
約
31
％)

を
管
理
し
、
国
土
の
保
全
や
水
源
の
か
ん
養
、
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
場
の
提
供
等
多
様
な
機
能
を
発
揮

し
て
い
ま
す
。

検
測(

注)

の
実
施
を
検
討
す
る
際
に
必
要
な
基
礎

資
料
を
収
集
す
る
た
め
、
現
地
を
踏
査
し
境
界
標
の

状
況
を
把
握
す
る
作
業
）
で
す
。

  

　

こ
の
国
有
林
の
管
理
を
行
う
た
め
の
境
界
点
は

約
77
万
点
設
置
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
総
延
長
は
約

２
１
，
０
０
０
㎞
（
日
本
の
裏
側
ブ
ラ
ジ
ル
ま
で
の

距
離
よ
り
長
い
）
に
及
び
そ
こ
に
は
必
ず
隣
接
所
有

者
が
存
在
す
る
こ
と
か
ら
係
争
な
ど
の
問
題
が
起
き

な
い
よ
う
双
方
合
意
の
も
と
適
正
な
管
理
に
努
め
て

い
ま
す
。

　
境
界
保
全
に
向
け
た
取
り
組
み

　

境
界
は
様
々
な
場
所
に
あ
り
ま
す
。
庁
舎
敷
、
官

舎
敷
な
ど
市
街
地
に
あ
る
も
の
、
林
道
敷
、
貯
木
場

敷
な
ど
市
街
地
と
山
の
中
間
に
あ
る
も
の
、介
在
地
、

民
有
林
境
な
ど
山
中
に
あ
る
も
の
な
ど
様
々
で
あ
り

ま
す
が
、
全
て
に
お
い
て
国
民
の
皆
さ
ま
の
大
切
な

財
産
で
あ
る
国
有
林
の
保
全
に
向
け
た
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
の
が
、
現
場
第

一
線
で
活
躍
し
て
い
る
森
林
官
が
中
心
と
な
っ
て
毎

年
行
っ
て
い
る
、
境
界
巡
検
（
特
に
重
要
な
境
界
点

に
つ
い
て
、
現
地
を
毎
年
、
踏
査
点
検
を
行
う
作
業
）

や
境
界
巡
視
（
遠
望
か
ら
の
目
視
等
に
よ
り
境
界
点

の
侵
害
が
な
い
か
、
毎
年
同
一
定
点
よ
り
確
認
を
行

う
作
業
）
さ
ら
に
は
、
境
界
検
測
予
備
調
査
（
境
界

国
有
林
野
に
お
け
る
境
界
の
保
全

保
全
課整備された境界

境界標識と境界見出標

注
：
境
界
検
測
と
は
、
過
去
に
境
界
が
確
定
し
て
い
る

箇
所
で
、
現
地
の
境
界
が
不
明
に
な
っ
た
も
の
を

再
現
し
、
あ
る
い
は
標
識
類
の
不
備
な
も
の
を
整

備
す
る
た
め
の
測
量
の
こ
と
。
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ま
た
、
製
品
生
産
事
業
や
立
木
販
売
事
業
等
に
お

い
て
木
材
を
生
産
・
搬
出
す
る
際
に
境
界
点
を
越
境

す
る
リ
ス
ク
や
、
自
治
体
等
が
実
施
す
る
公
共
工
事

の
際
に
亡
失
し
て
し
ま
う
リ
ス
ク
等
、
様
々
な
要
因

は
あ
り
ま
す
が
、
森
林
官
が
実
施
す
る
現
地
説
明
等

に
よ
る
事
前
の
リ
ス
ク
排
除
に
も
努
め
て
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
努
力
も
自
然
災
害
に
は
か
な
わ
ず
残

念
な
が
ら
亡
失
や
損
傷
、
移
動
な
ど
確
認
さ
れ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
が
、
再
測
量
・
隣
接
者
の
立
会
い
を

お
願
い
す
る
な
ど
し
て
、
復
元
を
行
い
不
明
・
異
状

標
識
の
解
消
も
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
地
道

で
は
あ
り
ま
す
が
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
に
よ
り
境
界
の
保

全
は
保
た
れ
て
い
ま
す
。

み
な
さ
ま
へ
お
願
い

　

国
有
林
の
境
界
に
は
山
標
と
呼
ば
れ
る
境
界
標
識

（
コ
ン
ク
リ
ー
ト
や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
杭
）
が
設
置
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
周
辺
に
は
境
界
標
識
が

あ
る
こ
と
を
示
す
、
赤
い
札
の
見
出
標
が
設
置
さ
れ

て
い
ま
す
の
で
、
個
人
の
立
木
伐
採
や
農
作
業
を
行

う
場
合
は
十
分
注
意
し
て
作
業
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
境
界
が
分
か
ら
な
い
場
合
は
事
前
に
お
近

く
の
森
林
管
理
署
や
森
林
事
務
所
へ
ご
相
談
い
た
だ

き
境
界
の
保
全
に
ご
協
力
願
い
ま
す
。

最
後
に
・
・
・

　

保
全
課
で
は
毎
年
度
の
研
修
計
画
に
お
い
て
、
国

有
林
野
の
適
切
な
管
理
に
必
要
な
巡
検
、
巡
視
の
基

礎
的
技
術
及
び
セ
オ
ド
ラ
イ
ト
等
の
測
量
機
器
の
操

作
に
関
す
る
測
定
技
術
向
上
並
び
に
知
識
習
得
の
た

め
、
測
定
研
修
Ⅰ
（
巡
検
・
巡
視
）
及
び
測
定
研
修

Ⅱ
（
境
界
検
測
）
の
各
研
修
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

境界検測により復元された境界標識

測定研修　機器の操作

測定研修　現地実習

－

ク
マ
に
注
意

－

　
昨
年
も
本
誌
を
お
か
り
し
て
ク
マ
被
害
に
つ
い
て
の

注
意
喚
起
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
今
年
度
も

目
撃
件
数
が
昨
年
を
上
回
る
勢
い
で
あ
り
、
各
社
新
聞

に
は
毎
日
の
よ
う
に
記
事
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま

す
。
ラ
ジ
オ
・
鈴
等
の
音
の
鳴
る
も
の
を
必
ず
身
に
つ

け
、
一
人
で
は
絶
対
入
林
せ
ず
複
数
人
で
の
入
林
を
心

掛
け
て
く
だ
さ
い
。
秘
密
兵
器
と
し
て
撃
退
ス
プ
レ
ー

も
忘
れ
る
こ
と
な
く
携
行
し
、
引
き
続
き
事
故
の
未
然

防
止
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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美しい森林づくり
 　

能
代
市
の
日
本
海
に
注
ぐ
米
代
川
の

河
口
を
挟
ん
で
南
北
に
広
が
る
能
代
海

岸
防
災
林
は
、
飛
砂
や
潮
害
等
の
気
象

害
か
ら
後
背
地
に
あ
る
能
代
の
街
を

守
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
防
災
林
は
、「
風
の
松
原
」
の

愛
称
で
市
民
に
親
し
ま
れ
、
こ
の
中
核

と
な
っ
て
い
る
部
分
が
国
有
林
で
す
。

河
口
の
左
岸
が
後
谷
地
国
有
林
で
南
北

方
向
に
長
さ
3.4
㎞
、
面
積
３
０
１
ha
、

右
岸
が
大
開
浜
国
有
林
で
南
北
方
向
に

長
さ
1.3
㎞
、
面
積
41 

ha
で
、
合
わ
せ
て

国
有
林
面
積
は
３
４
２
ha
で
す
。

　

今
回
は
、
こ
の
「
風
の
松
原
」
の
愛

称
で
親
し
ま
れ
て
い
る
後
谷
地
国
有
林

と
大
開
浜
国
有
林
の
保
全
・
保
護
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

○
「
風
の
松
原
」
に
つ
い
て

　
「
風
の
松
原
」
は
、
藩
政
時
代
か
ら

長
い
年
月
を
か
け
て
保
全
・
管
理
さ
れ

て
い
ま
す
。
後
谷
地
国
有
林
で
は
、
市

街
地
に
近
い
箇
所
に
藩
政
時
代
に
植
栽

さ
れ
た
林
齢
１
５
０
年
生
以
上
の
歴
史

的
に
価
値
の
高
い
ク
ロ
マ
ツ
林
、
海
側

に
大
正
時
代
か
ら
昭
和
時
代
に
か
け
て

植
栽
さ
れ
た
ク
ロ
マ
ツ
林
を
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
河
口
に
近
い
所

に
は
北
前
船
の
船
乗
り
た
ち
が
出
航
前

に
日
和
を
見
た
と
言
わ
れ
て
い
る
歴
史

的
に
も
貴
重
な
日
和
山
が
残
っ
て
い
ま

す
。

○
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
に
よ
る
保
全
・

保
護
活
動

　

こ
こ
は
、
能
代
市
の
シ
ン
ボ
ル
と
し

て
地
元
住
民
に
親
し
ま
れ
て
お
り
、
地

域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
活
動
も
盛
ん

で
、
日
頃
か
ら
歩
道
の
刈
り
払
い
や
ゴ

ミ
拾
い
等
の
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
例
年
、
４
月
の
下
旬
に
市
民

団
体
主
催
に
よ
り
「
風
の
松
原
を
守
る

市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
大
会
」
が
開
催
さ

れ
て
い
ま
す
。
今
年
は
、４
月
22
日（
日

曜
日
）
に
開
催
さ
れ
、
高
校
生
や
自
治

会
等
、約
70
団
体
５
６
０
人
が
参
加
し
、

落
枝
等
の
清
掃
活
動
を
行
い
約
12
ト
ン

を
収
集
し
ま
し
た
。

○
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
森
と
し
て
の

利
用

　

優
れ
た
自
然
景
観
で
森
林
浴
、
自
然

観
察
、
野
外
ス
ポ
ー
ツ
等
に
適
し
て
い

る
こ
と
か
ら
「
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の

森
（
風
の
松
原
ス
ポ
ー
ツ
林
）」
に
設

定
し
、
当
署
で
は
生
活
環
境
保
全
林
整

備
事
業
に
よ
り
東
屋
や
ウ
ッ
ド
チ
ッ
プ

舗
装
等
の
施
設
を
整
備
し
、
能
代
市
が

管
理
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
能
代
市
で

は
健
康
づ
く
り
の
み
ち
や
ト
リ
ム
ラ
ン

ニ
ン
グ
コ
ー
ス
等
の
施
設
を
整
備
し
、

利
用
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
昨
年
、
秋
田
県
を
会
場
に
開

催
さ
れ
た
「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
秋
田

２
０
１
７
（
全
国
健
康
福
祉
祭
）」
の

マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
競
技
会
場
に
「
風
の

松
原
」
の
コ
ー
ス
が
使
用
さ
れ
た
こ
と

と
、
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
の
人
気
の
高
ま

り
等
で
、
最
近
、
多
く
の
方
が
風
の
松

原
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

○
地
元
自
治
体
と
の
連
携

　

施
設
が
整
備
さ
れ
て
10
年
以
上
経
ち

老
朽
化
し
た
こ
と
や
、
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル

フ
等
に
よ
り
利
用
者
が
増
え
る
と
と
も

に
、
こ
れ
ま
で
と
利
用
形
態
が
変
わ
っ

て
き
た
こ
と
か
ら
、
当
署
で
は
、
風
の

松
原
の
管
理
運
営
を
円
滑
に
進
め
る
た

め
に
、
地
元
自
治
体
や
関
係
団
体
等
と

連
携
を
図
り
な
が
ら
、
利
用
者
の
ニ
ー

ズ
に
即
し
た
「
風
の
松
原
」
と
な
る
よ

う
な
取
り
組
み
を
進
め
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

「
風
の
松
原
」
保
全
・
保
護
の
取
り
組
み

〜
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
利
用
に
向
け
て
〜

米
代
西
部
森
林
管
理
署

「風の松原」のクロマツ林

ボランティア団体による歩道刈払い

落枝の回収作業 

マレットゴルフコース
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５
月
25
日
（
金
）
に
、
十
和
田
市
の
生
内
国

有
林
に
お
い
て
、
関
係
林
業
事
業
体
、
近
隣
自

治
体
の
林
業
担
当
者
、
東
北
森
林
管
理
局
青
森

事
務
所
及
び
当
署
の
担
当
者
な
ど
約
50
名
が
参

加
し
て
採
材
検
討
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

検
討
会
で
は
木
材
流
通
の
動
向
や
素
材
の
採

材
の
考
え
方
等
を
説
明
し
た
後
、
３
班
に
分
か

れ
て
ス
ギ
と
広
葉
樹
の
採
材
方
法
を
検
討
し
ま

し
た
。

　

合
板
材
や
Ｌ
Ｖ
Ｌ
と
し
て
の
需
要
が
高
ま
っ

て
い
る
ス
ギ
に
つ
い
て
は
、
小
曲
が
り
で
あ
っ

て
も
４
ｍ
材
が
取
れ
な
い
か
、
広
葉
樹
に
つ
い

て
は
一
般
材
の
採
材
が
で
き
な
い
か
等
、
時
折

雨
が
降
る
中
、
各
班
と
も
活
発
に
意
見
を
出
し

合
い
検
討
し
ま
し
た
。

　

特
に
、広
葉
樹
の
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
に
つ
い
て
は
、

見
た
目
の
状
態
か
ら
腐
れ
が
あ
る
の
で
は
と
の

意
見
も
あ
り
、
実
際
に
チ
ェ
ン
ソ
ー
で
玉
切
り

を
行
い
、
見
え
な
い
欠
点
の
判
断
の
難
し
さ
を

確
認
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
検
討
会
で
は
、
近
年
の
木
質
バ
イ
オ

マ
ス
発
電
施
設
の
増
加
に
よ
る
、
低
質
材
の
需

要
の
高
ま
り
か
ら
、
こ
れ
ま
で
捨
て
ら
れ
て
い

た
よ
う
な
端
材
で
も
活
用
で
き
な
い
か
と
い
う

こ
と
や
、
広
葉
樹
が
高
値
で
取
引
さ
れ
た
事
例

が
紹
介
さ
れ
、
よ
り
積
極
的
に
一
般
材
の
採
材

を
検
討
し
て
ほ
し
い
等
、
木
材
を
生
産
す
る
側

と
販
売
す
る
側
の
情
報
交
換
の
場
と
し
て
も
、

意
義
あ
る
検
討
会
と
な
り
ま
し
た
。

請
負
事
業
体
等
災
害
防
止
協
議
会

　

午
後
は
、
十
和
田
市
民
文
化
セ
ン
タ
ー
に
場

所
を
移
し
て
請
負
事
業
体
等
災
害
防
止
協
議
会

を
開
催
し
ま
し
た
。参
加
事
業
体
は
21
社
42
名
、

関
係
者
21
名
、
総
勢
63
名
が
参
加
し
、
十
和
田

労
働
基
準
監
督
署
労
働
衛
生
専
門
官
よ
り
「
林

業
に
お
け
る
労
働
災
害
発
生
状
況
に
つ
い
て
」

と
題
し
、
最
近
の
労
働
災
害
の
発
生
状
況
及
び

傾
向
、
対
策
な
ど
に
つ
い
て
講
話
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

続
い
て
、
林
業
・
木
材
製
造
業
労
働
災
害
防

止
協
会
青
森
県
支
部
よ
り
「
県
内
に
お
け
る
重

大
災
害
の
概

要
」
の
講
話

を
い
た
だ

き
、
こ
れ
ま

で
様
々
な
現

場
を
点
検
し

た
結
果
か

ら
、
災
害
事

例
や
不
安
全

行
動
に
つ
い

て
事
例
を
交

え
て
説
明
が

あ
り
、
非
常

に
説
得
力
の

あ
る
講
義
内
容
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
労
働
災
害
を
発
生
さ
せ
な
い
よ
う
に

努
力
す
る
こ
と
を
約
束
し
て
閉
会
し
ま
し
た
。

　

６
月
15
日
（
金
）
に
、「
眺
望
山
自
然
休
養
林
」

に
お
い
て
、
一
般
社
団
法
人
青
森
林
業
土
木
協

会
の
主
催
に
よ
る
「
国
有
林
内
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
」
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

眺
望
山
自
然
休
養
林
は
、
青
森
市
中
心
部
か

ら
北
西
に
約
20
㎞
の
場
所
に
あ
り
、
周
辺
に
は

日
本
三
大
美
林
の
一
つ
、「
青
森
ヒ
バ
（
和
名
：

ヒ
ノ
キ
ア
ス
ナ
ロ
）」
が
立
ち
並
ん
で
い
ま
す

（
日
本
三
大
美
林
の
ほ
か
二
つ
は
秋
田
ス
ギ
・

木
曽
ヒ
ノ
キ
で
す
）。
ま
た
、
１
０
０
年
生
以

上
の
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
・
カ
ラ
マ
ツ
の
人
工
林
な

ど
多
様
な
森
林
の
姿
が
楽
し
め
る
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
の
森
で
、
市
民
の
憩
い
の
場
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

同
協
会
は
社
会
貢
献
活
動
の
一
環
と
し
て
各

地
域
に
お
い
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
実
施
し

て
い
ま
す
が
、
眺
望
山
自
然
休
養
林
で
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
は
か
れ
こ
れ
10
年
以
上
に
も
及

び
、
こ
れ
ま
で
は
遊
歩
道
や
側
溝
の
作
設
、
看

板
や
休
憩
用
ベ
ン
チ
の
設
置
な
ど
、
森
林
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
訪
れ
る
方
々
が
快
適
に
眺
望

山
の
自
然
を
楽
し
む
た
め
の
環
境
整
備
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
内
容
は
、
登

山
コ
ー
ス
に
設
置
さ
れ
て
い
る
ヒ
バ
や
人
工
林

に
関
す
る
説
明
の
案
内
板
が
古
く
な
り
読
み
づ

ら
く
な
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
新
た
な
案
内
板

を
作
成
し
交
換
す
る
作
業
で
す
。
同
協
会
の
会

員
な
ど
参
加
者
39
名
が
県
内
各
地
か
ら
集
ま

り
、
ま
た
当
署
か
ら
も
8
名
が
参
加
し
、
総
勢

各
地
か
ら
の

     

た
よ
り

The Letter From Each Place

「
平
成
30
年
度
採
材
検
討
会
」
及
び

「
請
負
事
業
体
等
災
害
防
止
協
議
会
」

を
開
催
し
ま
し
た三

八
上
北
森
林
管
理
署

国
有
林
内
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

青
森
森
林
管
理
署

採材の検討（スギ）

検討会の様子

採材の検討（チェンソーで玉切り）
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47
名
で
行
い
ま
し
た
。
交
換
が
必
要
な
案
内
板

は
21
基
あ
り
、
登
山
コ
ー
ス
に
点
々
と
設
置
さ

れ
て
い
る
た
め
、
10
班
に
分
か
れ
皆
で
協
力
し

て
作
業
し
ま
し
た
。

　

重
た
い
案
内
板
の
交
換
は
、
山
頂
近
く
で
は

大
変
な
作
業
と
な
り
ま
し
た
が
、
無
事
に
す
べ

て
の
案
内
板
を
新
し
く
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
眺
望
山
自
然
休
養
林
に
訪
れ
る
方
々
が
よ

り
快
適
に
森
林
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
親
し

め
、
青
森
ヒ
バ
や
眺
望
山
へ
の
理
解
を
深
め
て

い
た
だ
け
る
環
境
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。

　

６
月
23
日
（
土
）
に
、
沖
館
地
域
緑
の
募
金

推
進
協
力
会
の
主
催
に
よ
り
、
青
森
市
内
の
小

学
生
で
構
成
さ
れ
る
ヒ
ノ
キ
ア
ス
ナ
ロ
緑
の
少

年
団
を
対
象
に
し
た
体
験
林
業
活
動
が
青
森
森

林
管
理
署
管
内
の
国
有
林
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
活
動
は
、
地
域
住
民
に
郷
土
の
緑
豊
か
な

環
境
づ
く
り
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
、

森
林
や
林
業
へ
の
知
識
を
高
め
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
平
成
18
年
よ
り
同
協
力
会
が
毎
年
開

催
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
ヒ
ノ
キ
ア
ス
ナ
ロ
緑
の
少
年
団
20

名
・
ヒ
ノ
キ
ア
ス
ナ
ロ
緑
の
少
年
団
育
成
会
12

名
・
協
力
会
８
名
の
計
40
名
が
参
加
し
、
浅
虫

ダ
ム
近
く
の
植
栽
後
25
年
が
経
過
し
た
ス
ギ
林

で
、
の
こ
ぎ
り
を
使
っ
た
枝
打
ち
や
つ
る
切
り

作
業
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
爽
や
か
な
晴
天
と
な
り
、
開
会
式
で

は
当
署
署
長
や
協
力
会
か
ら
「
枝
打
ち
や
つ
る

切
り
と
い
っ
た
人
の
手
入
れ
に
よ
っ
て
、
ま
っ

す
ぐ
で
節
の
少
な
い
木
に
育
ち
ま
す
」
と
い
っ

た
説
明
を
受
け
た
の
ち
、
心
地
良
い
風
が
通
り

抜
け
る
森
の
中
を
歩
い
て
活
動
場
所
へ
向
か
い

ま
し
た
。

　

作
業
が
始
ま
る
と
、
早
速
慣
れ
た
手
つ
き
で

枝
打
ち
を
進
め
る
子
も
い
ま
し
た
が
、
は
じ
め

は
林
の
中
を
恐
る
恐
る
歩
く
子
、
の
こ
ぎ
り
を

扱
う
の
に
苦
戦
し
て
い
る
子
な
ど
様
々
で
し

た
。
し
か
し
、
さ
す
が
緑
の
少
年
団
、
み
る
み

る
う
ち
に
上
手
に
斜
面
を
上
り
始
め
る
子
や
、

次
々
と
枝
打
ち
を
済
ま
せ
る
子
、
近
く
の
仲
間

た
ち
と
「
枝
が
落
ち
る
か
ら
気
を
つ
け
て
」
と

声
を
掛
け
合
う
子
な
ど
、
し
だ
い
に
作
業
に
馴

染
ん
で
、
生
き
生
き
と
活
動
す
る
様
子
が
見
ら

れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
林
業
体
験
に
当
署
か
ら
は
職
員
4
名

が
参
加
し
、
作
業
中
の
安
全
管
理
と
技
術
指
導

を
行
い
ま
し
た
。
職
員
は
枝
打
ち
の
手
本
を
見

せ
な
が
ら
、
ど
の
枝
を
切
る
と
良
い
木
に
育
つ

か
、
な
ど
を
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
し
た
。
作
業
の

合
間
に
は
樹
木
の
名
前
を
質
問
す
る
子
や
、
職

員
の
持
つ
ナ
タ
に
「
か
っ
こ
い
い
」
と
憧
れ
の

声
を
上
げ
る
子
も
い
ま
し
た
。

　

一
時
間
ほ
ど
の
作
業
を
終
え
、
ス
ギ
林
の
様

子
は
枯
れ
枝
や
つ
る
が
落
と
さ
れ
す
っ
き
り
と

し
ま
し
た
。
帰
り
道
で
は
落
ち
て
い
た
枝
で
遊

び
な
が
ら
帰
る
子
、
川
で
魚
を
見
つ
け
る
子
な

ど
、
こ
の
体
験
林
業
活
動
を
通
じ
て
子
ど
も
た

ち
が
の
び
の

び
と
自
然
に

親
し
ん
で
い

る
姿
が
印
象

的
で
し
た
。

　

森
林
管
理

署
職
員
と
地

域
の
方
々
と

の
交
流
機
会

は
限
ら
れ
て

い
ま
す
が
、

本
活
動
は
私

た
ち
の
山
で

の
仕
事
に
興

味
を
持
っ
て

も
ら
う
良
い

き
っ
か
け
と

な
っ
た
の
で

は
な
い
か
と

感
じ
ま
す
。

今
後
も
地
域

の
み
な
さ
ま

が
森
林
や
林

業
と
ふ
れ
あ

う
機
会
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

平
成
30
年
７
月
７
日
、
上
小
阿
仁
村
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
上
小
阿
仁
村
立
か
み

こ
あ
に
保
育
園
主
催
の
「
木
育
」
を
テ
ー
マ
に

し
た
「
す
こ
や
か
学
習
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
学
習
会
は
、
同
園
の
父
母
の
会
の
研

修
会
と
し
て
毎
年
様
々
な
テ
ー
マ
で
開
催
さ
れ

て
い
ま
す
。
今
年
度
は
、
２
月
に
東
北
森
林
管

理
局
及
び
当
支
署
職
員
が
実
施
し
た
出
前
「
木

育
」
体
験
を
き
っ
か
け
に
、
親
子
で
木
に
対
す

る
親
し
み
や
木
の
文
化
へ
の
理
解
を
深
め
た
い

と
の
こ
と
か
ら
、「
木
育
」
を
テ
ー
マ
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

学
習
会
で
は
、
ま
ず
保
護
者
を
対
象
と
し

た
「
木
育
」
に
関
す
る
講
演
が
あ
り
、
そ
の

後
、
当
支
署
職
員
に
よ
る
出
前
「
木
育
」
体
験

を
実
施
し
ま
し
た
。
今
回
の
出
前
「
木
育
」
体

験
で
は
、
当
支
署
職
員
が
森
の
役
割
を
紙
芝
居

で
紹
介
し
、
そ
の
後
、
親
子
で
一
緒
に
木
の
お

も
ち
ゃ
で
遊
び
ま
し
た
。
紙
芝
居
の
内
容
は
保

育
園
児
に
は
少
し
難
し
い
か
と
思
い
ま
し
た

が
、
真
剣
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。
木
の
お

も
ち
ゃ
で
遊
ぶ
時
間
に
な
る
と
、
園
児
達
は
卵

緑
の
少
年
団
の
体
験
林
業
活
動
を
実
施

青
森
森
林
管
理
署

The Letter From Each Place

か
み
こ
あ
に
保
育
園「
す
こ
や
か
学
習
会
」

に
お
け
る
出
前「
木
育
」体
験
の
実
施

米
代
東
部
森
林
管
理
署
上
小
阿
仁
支
署

森林技術指導官による作業の説明案内板の設置

署長の作業を見学中

活動の様子 枝打ち・つる切りの説明

6August 2018 



型
の
木
の
球
を
敷
き
詰
め
た
プ
ー
ル
に
飛
び
込

ん
だ
り
、
秋
田
県
産
材
を
使
用
し
た
積
み
木
を

高
く
積
み
上
げ
た
り
し
て
楽
し
そ
う
に
遊
ん
で

い
ま
し
た
。
木
の
お
も
ち
ゃ
は
、
園
児
だ
け
で

な
く
、
保
護
者
の
方
々
に
も
好
評
で
、
特
に
仕

掛
け
の
あ
る
お
も
ち
ゃ
は
、
ど
う
や
っ
て
遊
ぶ

の
か
を
子
供
た
ち
に
教
え
て
も
ら
い
な
が
ら
一

緒
に
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
後
日
、
回
収
し
た

ア
ン
ケ
ー
ト
で
、「
早
速
、
木
の
お
も
ち
ゃ
を

購
入
し
た
」、「
普
段
は
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
お
も

ち
ゃ
が
多
い
の
で
木
の
ぬ
く
も
り
に
触
れ
ら
れ

て
良
か
っ
た
」等
の
感
想
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

今
後
も
、
出
前
「
木
育
」
体
験
を
通
じ
て
、
木

と
親
し
む
機
会
を
提
供
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　

最
後
に
な

り
ま
す
が
、

木
の
お
も
ち

ゃ
と
紙
芝
居

を
貸
し
出
し

て
く
だ
さ
っ

た
「
あ
き
た

森
づ
く
り
活

動
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
」、

積
み
木
を
貸

し
て
く
だ
さ

っ
た
「
公
益

社
団
法
人
秋

田
県
緑
化
推

進
委
員
会
」

の
皆
様
に
は
、

こ
の
場
を
お

借
り
し
て
御

礼
申
し
上
げ

ま
す
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　

５
月
29
日
（
火
）
一
般
社
団
法
人　

日
本
森

林
学
会
は
、
我
が
国
初
の
森
林
鉄
道
「
津
軽
森

林
鉄
道
」
遺
構
群
及
び
関
係
資
料
群
を
含
む
8

件
を
2
0
1
7
年
度
林
業
遺
産
に
選
定
し
、

林
業
遺
産
（
No. 

25
）
と
し
て
登
録
し
ま
し
た
。

　

津
軽
森
林
鉄
道
は
、
動
力
車
で
牽
引
す
る
森

林
鉄
道
と
し
て
日
本
で
最
初
に
建
設
さ
れ
、
明

治
42
（
1
9
0
9
）
年
に
竣
工
し
ま
し
た
。

　

青
森
市
沖

館
の
青
森
貯

木
場
を
起
点

と
し
、
本
線

67
㎞
、
51
路

線
の
支
線
、

分
線
を
含
め

た
総
建
設
延

長
は
2
8
3

㎞
は
日
本
で
建
設
さ
れ
た
全
森
林
鉄
道
の
中
で

最
長
の
も
の
で
し
た
。

　

ま
た
、
森
林
鉄
道
の
動
力
車
と
し
て
最
初
に

導
入
さ
れ
た
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
社
製
蒸
気
機
関

車
は
、
そ
の
後
、
各
地
の
森
林
鉄
道
に
お
い
て

活
躍
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
分
水
嶺
を
越
え
る
路
線
と
し
て
最
初

の
も
の
で
、2
本
の
隧
道
が
設
け
ら
れ
る
な
ど
、

そ
の
後
の
森
林
鉄
道
建
設
の
基
準
と
な
り
ま
し

た
。

　

現
在
、
本

支
線
の
軌
道

跡
、
相
ノ
股

隧
道
、
ヒ
バ

製
及
び
鋼
製

橋
梁
等
の
遺

構
が
国
有
林

内
に
多
数
見

ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
青
森
市
森
林
博
物
館
に
は
営
林
局
幹

部
視
察
用
客
車
あ
す
な
ろ
号
、
モ
ノ
コ
ッ
ク
鋼

製
運
材
台
車
、
六
郎
隧
道
扁
額
、
中
泊
町
博
物

館
に
は
協
三
工
業
4.8
t
内
燃
機
関
車
が
保
存

さ
れ
て
お
り
、
現
存
す
る
津
軽
森
林
鉄
道
の
機

関
車
な
ど
を
間
近
に
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ

れ
を
契
機
に
足
を
運
ん
で
頂
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

東
北
森
林

管
理
局
に

は
、
開
設
当

初
か
ら
の
関

係
営
林
署
土

木
台
帳
、
津

軽
森
林
鉄
道

関
連
の
地

図
、
実
測
図

面
、
写
真
類
が
多
数
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
林
業
遺
産
」
は
、
2
0
1
3
年
度
開
始
か

ら
全
国
で
23
件
が
認
定
さ
れ
て
お
り
、
東
北
地

域
で
は
今
回
の
津
軽
森
林
鉄
道
が
初
め
て
選
定

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
こ
と

を
記
念
い
た

し
ま
し
て
、

秋
田
市
の
仁

別
森
林
博
物

館
で
、
平
成

30
年
７
月
14

日
（
土
）
〜

8
月
27
日

（
月
）
ま
で

「
林
業
遺
産

選
定
記
念
津

軽
森
林
鉄
道

展
」
を
開
催

し
て
お
り
ま
す
。

　

今
回
、
津
軽
森
林
鉄
道
を
メ
イ
ン
に
写
真
、

路
線
図
等
を
多
数
展
示
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
仁
別
森
林
博
物
館
で
は
、
津
軽
森
林

鉄
道
展
の
ほ
か
、
常
設
展
示
、
散
策
コ
ー
ス
に

つ
い
て
、
わ
か
り
や
す
く
解
説
し
て
頂
け
る
案

内
人
の
方
が
お
り
ま
す
の
で
お
気
軽
に
お
声
が

け
下
さ
い
。

　

仁
別
森
林
博
物
館
の
開
館
日
等
に
つ
い
て

は
、
お
手
数
で
す
が
東
北
森
林
管
理
局
H
P

で
ご
確
認
す
る
か
東
北
森
林
管
理
局
技
術
普
及

課
に
お
問
い
合
わ
せ
願
い
ま
す
。

　

皆
様
の
ご
来
館
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

祝

津
軽
森
林
鉄
道
林
業
遺
産
選
定
技
術
普
及
課

The Letter From Each Place

木のおもちゃ 木のプール

小田川支線に残る鋼製ガーター橋相の股隧道のレンガ張りポータル

片刈石支線に残る青森ヒバ木橋

雨宮製作所製 10t 蒸気機関車牽引の運材列車
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　植物は地球上の極地の一部などを除いて、多く

の場所で生育しています。普段、私たちのまわりの

道ばたにも植物は生きています。日本の植物学の

父である牧野富太郎及び昭和天皇の有名な言葉に

「雑草という名前の植物は存在しない」というもの

があります。植物の一部は雑草と一括りされてい

ますが、それぞれに名前があり、今回はそんな道ば

たの身近な植物についてご紹介します。

　オオバコ（大葉子）はオオバコ科の植物で人や車

が通るところに多く生えます。別名、車前草。踏み

つけに強く、他の植物が踏圧で生えてこないとこ

ろでよく生育します。

　イタドリ（虎杖）は、タデ科の植物で荒れ地など

様々なところに生え、よく道路などに張り出して

きます。茎をたべると酸っぱく、スカンポなどと呼

ばれています。

　オオマツヨイグサ（大待宵草）はアカバナ科の植

物で、明治時代に渡来した帰化植物。別名、月見草、

宵待草などと呼ばれ、夕方から朝にかけて花を咲

かせますが、涼しいと日中でも咲きます。

　シロツメクサ（白詰草）はマメ科の植物で、名前

の由来は江戸時代オランダから送られた品物の包

装に緩衝材として詰められていたことから。ヨー

ロッパ原産の帰化植物。また、別名クローバーと呼

ばれ、通常、葉は小葉３枚ですが、まれに４枚のも

のがあり、四つ葉を見つけると幸運が訪れるかも。

　植物の名前には一般的に学名と和名（標準和名）

の２つの名前があり、学名は世界共通の生物の種

につけられる名前で、ラテン語表記され、国際藻

類・菌類・植物命名規約に基づいて決められてい

ます。一方、和名というのは日本で習慣的に用いら

れている名前でカタカナ表記されます。特に決ま

りがなく、広く認知され主流になればそれが和名

になります。極論ですが、例えばオオバコという植

物がザッソウ（雑草）という名前で呼ばれ広く認知

され主流になれば、和名はオオバコからザッソウ

にかわります。もしかしたら、将来にはザッソウ

（雑草）という植物が存在するかもしれません。

オオマツヨイグサ（大待宵草）シロツメクサ（白詰草） オオバコ（大葉子）

四つ葉のクローバーイタドリ（虎杖）

道ばたの身近な植物
～雑草という名前の植物は存在しないが、
　　　　　　　　　将来には存在するかも～mini 

corumn
森林技術・支援センター　森林技術専門官　増田　悠介
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山形森林管理署　 山形森林事務所　首席森林官　布宮　孝
　

当
森
林
事
務
所
は
玄
関
に
「
山
形
森
林
事
務
所
」

「
山
寺
森
林
事
務
所
」
の
看
板
を
掲
げ
て
お
り
ま
す
。

場
所
は
、
山
形
県
庁
よ
り
少
し
東
側
で
、
旧
山
形
営

林
署
跡
地
の
松
林
が
残
る
土
地
に
設
置
さ
れ
、
管
理

面
積
は
８
，３
０
０
ha
（
山
形
・
山
寺
担
当
区
）
を

管
理
し
て
お
り
ま
す
。

　

主
な
業
務
は
、造
林
請
負
事
業
、森
林
病
害
虫
（
松

く
い
虫
、
ナ
ラ
枯
れ
）
の
調
査
・
駆
除
、
境
界
巡
視

や
森
林
ガ
イ
ド
な
ど
と
本
年
度
は
森
林
計
画
の
予
備

編
成
の
た
め
の
調
査
関
係
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

管
内
に
は
、
松
尾
芭
蕉
の
俳
句
「
閑
か
さ
や
岩
に

し
み
い
る
蝉
の
声
」
で
有
名
な
山
寺
立
石
寺
（
や
ま

で
ら
り
っ
し
ゃ
く
じ
）、
蔵
王
連
峰
や
蔵
王
温
泉
と

蔵
王
ス
キ
ー
場
が
あ
り
、
蔵
王
ス
キ
ー
場
に
は
樹
氷

が
あ
り
多
く
の
観
光
客
で
賑
わ
っ
て
い
ま
す
。  

　

山
寺
立
石
寺
は
正
し
く
は
宝
珠
山
立
石
寺
と
い

い
、
８
６
０
年
清
和
天
皇
の
勅
願
に
よ
っ
て
慈
覚
大

師
が
開
い
た
、
天
台
宗
の
山
で
す
。
皆
様
が
観
光
ポ

ス
タ
ー
な
ど
で
目
に
す
る
正
面
の
大
き
な
建
物
は
、

国
指
定
重
要
文
化
財
の
根
本
中
堂
で
す
。入
母
屋
造
・

５
間
４
面
の
建
物
で
、
ブ
ナ
材
の
建
築
物
で
は
日
本

最
古
と
い
わ
れ
、
天
台
宗
仏
教
道
場
の
形
式
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

　

な
お
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
立
石
寺
へ
は
階
段
の
み

で
入
り
口
か
ら
１
，
０
０
０
段
以
上
あ
り
ま
す
。

　

蔵
王
連
峰
は
古
く
は
、刈
田
嶺
（
か
っ
た
み
ね
）

や
不
忘
山
（
わ
す
れ
ず
の
や
ま
）
と
い
わ
れ
、
蔵

王
の
名
称
は
、
６
７
９
年
に
大
和
国
・
吉
野
山
か

ら
役
小
角
が
蔵
王
権
現
を
現
在
の
不
忘
山
（
宮
城

県
側
）
に
奉
還
し
、
周
辺
の
奥
羽
山
脈
を
修
験
道

の
修
行
の
場
と
し
て
の
「
蔵
王
山
」
と
称
し
た
こ

と
に
由
来
し
、
１
９
５
０
年
に
戦
後
新
日
本
観
光

地
百
選
で
総
合
一
位
に
な
っ
た
こ
と
を
機
に
、
山

形
県
側
で
は
主
峰
の
熊
野
岳
以
外
は
、
神
社
名
・

温
泉
地
名
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
蔵
王
に
改
称

さ
れ
た
と
の
こ
と
で
す
。 

　

ま
た
、
山
形
県
庁
の
向
か
い
側
に
は
千
歳
山
が

あ
り
標
高
が
4
7
1
m
と
低
い
こ
と
か
ら
山
形

市
民
の
散
策
コ
ー
ス
と
し
て
利
用
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
こ
の
千
歳
山
は
飛
鳥
時
代
か
ら
の
阿
古
耶

姫
伝
説
の
地
と
し
て
市
民
に
大
切
に
さ
れ
て
お

り
ま
す
。
し
か

し
松
く
い
虫
被

害
が
1
9
8
2

年
か
ら
発
生
し

２
０
１
７
年
度

ま
で
の
累
計

被
害
本
数
が

８
，
０
０
０
本

を
越
え
る
処

理
と
な
っ
て
お

り
、
昨
年
度
は

８
０
８
本
の
被

害
木
を
処
理
し

て
お
り
ま
す
。

　

署
で
も
２
０

０
８
年
か
ら

「
千
歳
山
松
林

再
生
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
、

地
元
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
協
力
の
元
、
抵
抗
性
松
の
植
栽
に
よ
る

緑
化
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

外
に
も
ナ
ラ
枯
れ
被
害
も
多
く
、
管
内
だ
け
で

無
く
、
隣
接
の
上
山
森
林
事
務
所
部
内
で
も
多
く

発
生
し
て
お
り
ま
す
。

　

昨
年
度
３

１
８
本（
山

形
署
全
体
）

の
被
害
木
を

処
理
し
て
お

り
ま
す
。
今

後
も
被
害

が
広
ま
る
の

で
は
と
心
配

な
と
こ
ろ
で

す
。

　

森
林
ガ
イ

ド
関
係
で
は
、

森
林
環
境
教

育
の
た
め
の

サ
ポ
ー
ト
団

体
と
し
て
、

成
沢
グ
リ
ー

ン
フ
ィ
ー
ル

ド
協
力
隊
、

蔵
王
緑
の
騎

士
団
に
よ
る

「
遊
々
の
森
」

や
山
形
グ
リ
ー
ン
ラ
イ
フ
女
性
の
会
が
あ
り
、
森

林
ク
リ
ー
ン
活
動
や
林
業
体
験
な
ど
が
計
画
さ
れ
、

各
団
体
へ
の
指
導
・
説
明
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

当
事
務
所
で
は
、
森
林
病
害
虫
被
害
対
策
か
ら

森
林
環
境
教
育
ま
で
幅
広
く
業
務
を
行
っ
て
お
り

ま
す
。
今
後
と
も
、
地
域
に
国
有
林
の
仕
事
や
林

業
に
つ
い
て
の
取
り
組
み
を
Ｐ
Ｒ
し
て
行
く
こ
と

と
し
ま
す
。

松くい虫被害木の処理

緑の騎士団の活動

抵抗性松の植栽

ナラ枯れ被害木の処理

蔵王スキー場の樹氷
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蔵王と千歳山と山寺と
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東北森林管理局では、日本の
森林を育てるために間伐材を
積極的に使用しています。

　
鍾
乳
洞
と
言
え
ば
、日
本
三
大
鍾
乳
洞
と
も
言
わ
れ
知
ら
れ
て
い
る
岩
泉
町
の「
龍
泉
洞
」

が
有
名
で
す
が
、
久
慈
支
署
管
内
に
も
、
内
間
木
洞
と
い
う
久
慈
市
山
形
町
に
あ
る
鍾
乳

洞
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
洞
窟
は
総
延
長
が
龍
泉
洞
よ
り
長
く
、
限
ら
れ
た
気
象
条
件
の
下

で
し
か
見
ら
れ
な
い
氷
筍
（
ヒ
ョ
ウ
ジ
ュ
ン
）
が
見
れ
る
数
少
な
い
洞
窟
で
、
し
か
も
年

に
３
回
し
か
一
般
公
開
さ
れ
な
い
自
然
の
ま
ま
の
状
態
を
維
持
し
て
い
る
珍
し
い
洞
窟
で
す
。

　
内
間
木
洞
の
総
延
長
は
６
，
３
５
０
ｍ
以
上
と
い
う
国
内
有
数
の
鍾
乳
洞
で
、
洞
内
の

大
空
間
で
あ
る
「
千
畳
敷
」
や
巨
大
な
陥
没
孔
の
「
洞
内
ド
リ
ー
ネ
」、
鍾
乳
石
の
連
な
り

が
巨
大
な
滝
や
山
を
連
想
さ
せ
る
「
大
瀑
布
」「
内
間
木
富
士
」
な
ど
、
地
底
で
長
い
年
月

を
か
け
て
作
ら
れ
た
自
然
の
驚
異
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
キ
ク
ガ
シ
ラ
コ
ウ

モ
リ
を
始
め
と
す
る
７
種
の
コ
ウ
モ
リ
や
昆
虫
類
な
ど
、
貴
重
な
生
き
物
た
ち
も
生
息
し

て
お
り
、洞
窟
と
と
も
に
こ
れ
ら
の
動
物
た
ち
を
含
め
て
岩
手
県
指
定
天
然
記
念
物
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
普
段
は
研
究
や
教
育
目
的
以
外
の
公
開
は
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
７
月
の
「
内
間
木
洞

ま
つ
り
」
10
月
の
「
ぐ
れ
っ
と
や
ま
が
た
街
道
祭
」
2
月
の
「
内
間
木
洞
氷
筍
観
察
会
」

の
年
3
回
だ
け
一
般
公
開
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
氷
筍
（
ヒ
ョ
ウ
ジ
ュ
ン
）
と
は
、

冬
場
の
洞
内
の
天
井
か
ら
落
ち
る
水

滴
が
地
面
で
凍
り
つ
き
、
筍
（
た
け

の
こ
）
状
に
成
長
し
た
も
の
で
、
大

き
な
も
の
は
２
ｍ
以
上
に
も
な
り
ま

す
。
美
し
い
氷
筍
が
群
生
し
て
輝
く

神
秘
の
世
界
を
体
感
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。 

  

ま
た
、
近
く
に
は
「
山
根
温
泉
べ
っ

ぴ
ん
の
湯
」
が
あ
り
ま
す
の
で
、
洞

窟
探
検
の
後
は
温
泉
に
ゆ
っ
く
り
浸

か
っ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

我
が
署
の
名
所

内
間
木
洞

　三
陸
北
部
森
林
管
理
署 

久
慈
支
署
管
内 

岩
手
県
久
慈
市
山
形
町

（
ウ
チ
マ
ギ
ド
ウ
）
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内間木洞夏まつり 内間木洞内部の様子

様々な表情を見せる氷筍

the Noted Place of My Jurisdiction

45

281

●平庭高原闘牛場●平庭高原闘牛場

金山金山

寒長根山寒長根山
マネトコ山マネトコ山

安家森安家森

小倉山小倉山

●桂の水車広場●桂の水車広場

久慈市役所久慈市役所
久慈湾久慈湾

内間木洞

29 29

7

7

三
陸
鉄
道


